


町税　36億8736万円

繰入金　4億3795万円

諸収入　2億3449万円

繰越金　2億5073万円

分担金及び負担金　6697万円
使用料及び手数料　8697万円

財産収入他　741万円

県支出金　2億6057万円

国庫支出金　4億4599万円

交付税・その他交付金　5億34万円
町債（借金）　4600万円

平 成 2 6 年 度 一 般 ・ 特 別 会 計 決 算 認 定

町 税  ３ 億 円 増 え る
歳入　60億2478万円

町民一人当たりの町税負担額　24 万２千円（H27.3.31 現在 15,211 人）

収められていない町税等（未納額） （単位：万円）

一般会計
町 税 1 億１２３７
保 育 料 ６０７
学校給食費 ６２５

国 民 健 康 保 険 税 1 億６７３８
後期高齢者医療保険料 １８０
介 護 保 険 料 ８３６
公 共 下 水 道 使 用 料 ５７

特別会計決算状況 （単位：万円）

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引
国民健康保険 １７億７２５１ １６億８７５８ ８４９３
後期高齢者医療 １億５８０３ １億５６８４ １１９
介護保険 ７億９４５６ ７億５５６７ ３８８９
介護サービス事業 ３２８ ２４６ ８２
公共下水道事業 ４億８７１５ ４億８１７２ ５４３

合　　　計 ３２億１５５３ ３０億８４２７ １億３１２６
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民生費　19億3646万円

総務費　11億9884万円

教育費
7億4119万円

衛生費　6億6944万円

土木費
5億20万円

議会費　1億256万円
消防費　2億9174万円

商工・労働費　8552万円

公債費（借金返済）　1億6549万円
農林水産業費　7766万円

平 成 2 6 年 度 一 般 ・ 特 別 会 計 決 算 認 定

町 税  ３ 億 円 増 え る
歳出　57億6910万円

町民一人当たりの経費 一般会計 37 万９千円（特別会計を含めると 58 万２千円）

皆さんのお金で行った主な事業
アクセス道路　　大山川堤防道路整備　　　　　　　　　　２１１３万円

安心安全な生活　消火器格納箱９４台・ホース収納箱６５台　１３７万円

　　　　　　　　防犯カメラ設置　２台×４カ所　　　　　　１７７万円

高齢者生きがい　地域ニーズ対応事業　　　　　　　　　　　　６５万円

　　　　　　　　（野菜栽培・販売）

快適な教育環境　豊山・新栄・志水小学校工事　　　　　　３３２８万円

生涯学習の充実　豊山グランド改修工事　　　　　　　　　６２５０万円

町の活性化　　　名古屋空港利用促進補助　　　　　　　　　６７１万円
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審 議 結 果
意見書
◎地方単独事業に係る国保減額
調整措置の見直しを求める意
見書（採択）

◎定数改善計画の早期策定・実
施と義務教育費国庫負担制度
の堅持及び拡充を求める意見
書（採択）

◎国の私学助成の増額と拡充に
関する意見書（採択）

◎愛知県の私学助成の増額と拡
充に関する意見書（採択）

◎安全保障関連法案の採決に抗
議し、同法の廃止を求める意
見書（不採択）

　

消
費
税
は
５
％
か
ら
８
％
で
１
・
６
倍
上
が
っ

て
い
る
が
、
豊
山
町
に
お
け
る
地
方
消
費
税
は

２
億
３
９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
の
１
・
16
倍
し

か
入
っ
て
き
て
い
な
い
。
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
町
民
は
町
に
７
６
０
万
円
支

払
っ
て
い
る
。
今
回
の
増
税
に
よ
り
、
町
民
の
負

担
は
計
り
知
れ
な
い
た
め
、
使
用
料
、
手
数
料
な

ど
の
引
き
上
げ
は
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
反
対
す
る
。

反 

対

山
本
亮
介
議
員

　

平
成
26
年
度
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第

４
次
総
合
計
画
の
後
期
計
画
を
策
定
し
た
。
道
路

や
下
水
道
の
整
備
と
い
っ
た
都
市
基
盤
整
備
、
業

務
継
続
計
画
の
策
定
や
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
な
ど
の
防
災
・
減
災
対
策
。
児
童
数
の
急
激

な
増
加
に
伴
う
新
栄
小
学
校
の
校
舎
改
修
工
事
や

豊
山
グ
ラ
ン
ド
改
修
工
事
な
ど
教
育
環
境
の
充
実

に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、「
に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら

ぎ
の
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
実
現
を
目
指
し
た
事

業
実
施
が
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

賛 

成

大
口
司
郎
議
員

26年度一般会計決算

賛成8反対1で可決！

議　　案 審議結果
専決処分の承認 全員賛成　　　　承認
教育委員の任命 全員賛成　　　　同意
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定 賛成７　反対２　可決
個人情報保護条例の改正 賛成８　反対１　可決
情報公開・個人情報保護審査会条例の改正 賛成７　反対２　可決
手数料条例の改正 賛成７　反対２　可決
町営住宅条例の改正 全員賛成　　　　可決
愛日地方教育事務協議会規約の変更 全員賛成　　　　可決
平成 27 年度一般会計補正予算（第２号） 賛成７　反対２　可決
平成 27 年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 賛成８　反対１　可決
平成 27 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 賛成８　反対１　可決
平成 27 年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成　　　　可決
平成 27 年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成　　　　可決
平成 27 年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成　　　　可決
所得税法 56 条を廃止するために意見書提出を求める請願 賛成１　反対８　不採択

個
人
番
号
の
利
用
お
よ
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

問	

教
育
委
員
会
か
ら
町
に
対
し
て
、
個

人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答	

要
保
護
者
ま
た
は
要
保
護
者
に
準
ず

る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
個
人
情
報
を
、
保
護
者
の
同

意
を
得
な
く
て
も
町
か
ら
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
規
程
し
た

条
例
で
あ
る
。

障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
は

問	

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
現
在
の
７

名
か
ら
９
名
に
な
る
。
年
間
の
利
用
見

込
み
は
。

答	

５
６
３
日
か
ら
９
４
８
日
へ
、
相
談

支
援
事
業
が
１
人
か
ら
２
人
、
児
童
発

達
支
援
も
２
人
と
な
る
。
月
平
均
利
用

日
数
も
１
人
１
日
程
度
で
あ
っ
た
も
の

が
４
～
５
日
に
増
加
。
年
間
利
用
日
数

が
12
日
か
ら
１
０
０
日
程
度
に
増
加
す

る
予
定
で
あ
る
。

質
疑
あ
れ
こ
れ
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安藤 春一 議員

Ｑ・エアコンの導入を

よりよい町政へ

Ａ・校舎建て替え時に検討する

よりよい町政へ

　

複
数
の
議
員
が
質
し
、

扇
風
機
が
設
置
さ
れ
た
。

今
や
典
型
的
な
異
常
気
象

な
ど
、
環
境
は
激
変
し
て

い
る
。

　

町
長
は
常
に
「
子
ど
も

は
町
の
宝
」
と
の
ス
タ
ン

ス
を
貫
き
、
健
全
育
成
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。
26
年

度
時
点
で
は
、全
国
の
小
・

中
学
校
で
₄₀
％
程
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。︵
文
科
省

調
べ
︶Q

扇
風
機
設
置
後
の

検
証
は
さ
れ
た

か
。A

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

状
況
・
感
想
な
ど
の
検

証
は
実
施
し
て
い
な
い
。

Q
他
市
町
の
状
況
把

握
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

設
置
す
る
自
治
体
は
、

春
日
井
市
、
小
牧
市
、
北

名
古
屋
市
で
あ
る
。

Q
エ
ア
コ
ン
導
入
計

画
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

耐
震
対
策
や
改
修
の
必

要
が
あ
る
施
設
を
優
先
す

る
。

Q
主
た
る
普
通
教
室

に
は
な
い
。
こ
の

現
状
に
つ
い
て
、
感
想
・

認
識
を
尋
ね
る
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に

は
、
多
額
の
費
用
が
必
要

で
あ
る
。
将
来
的
に
校
舎

建
て
替
え
時
に
エ
ア
コ
ン

導
入
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
達
の
教
育
環

境
の
向
上
に
努
め
る
。

＼一般質問／

Q A& よりよい町政へ

早くエアコンを！
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熊沢 直紀 議員

Ｑ・教職員の多忙化の解消は
Ａ・調査書類等の縮減、保護者対応や

部活指導は複数の教職員で対応

　

本
年
７
月
末
、
文
部
科

学
省
発
表
の
公
立
小
中
学

校
職
員
の
長
時
間
労
働
実

態
調
査
に
よ
れ
ば
、
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
長

時
間
労
働
の
改
善
が
さ
れ

て
い
な
い
状
況
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

Q
教
師
の
多
忙
化
に

つ
い
て
教
育
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

当
町
の
小
中
学
校
の
職

員
も
多
忙
で
あ
る
。

Q
教
師
の
多
忙
化
に

関
す
る
調
査
を
行

っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
そ

の
結
果
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
多
忙
等
に
よ
る

教
師
の
休
職
状
況
は
ど
う

か
。A

教
育
長

　

行
っ
た
こ
と
は
あ
る
。

　

₉₇
％
の
教
員
が
身
体

的
、
精
神
的
疲
労
感
が
あ

る
。

　

2₇
年
度
は
１
名
で
あ

る
。

Q
文
部
科
学
省
の
報

告
に
よ
れ
ば
、「
国

や
教
育
委
員
会
か
ら
の
調

査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
対

応
」
が
最
も
負
担
を
感
じ

る
と
あ
っ
た
が
、
多
忙
化

の
原
因
は
主
に
何
か
。

A
教
育
長

　

事
務
の
多
さ
、
保
護
者

の
対
応
、
部
活
指
導
の
負

担
で
あ
る
。

Q
そ
の
対
応
は
ど
う

か
。

A
教
育
長

　

調
査
や
提
出

書
類
の
縮
減

化
、
保
護
者
の

対
応
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
職

員
で
対
応
。
部

活
指
導
は
複
数

の
教
師
が
交
代

で
指
導
、
外
部

講
師
を
招し

ょ
う

聘へ
い

。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
に
、
手
足
の
痛
み

な
ど
の
副
作
用
が
出
て
い

る
報
告
が
、
中
部
９
県
で

１
３
５
件
と
の
こ
と
。
国

の
救
済
が
進
ま
な
い
た

め
、
碧
南
市
な
ど
の
自
治

体
が
医
療
費
支
援
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

Q
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
数
及

び
副
作
用
の
届
出
の
現
状

は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

１
８
２
名
。
副
作
用
の

届
出
は
な
し
。

Q
今
後
、
副
作
用
が

あ
る
患
者
が
申
し

出
て
き
た
場
合
の
対
応

は
。A

生
活
福
祉
部
長

　

先
進
的
な
他
市
の
例
を

参
考
に
し
対
処
す
る
。

＼一般質問／

Q A&

Ｑ
・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用

に
対
す
る
支
援
は

Ａ
・
先
進
的
な
他
市
の
例
を
参
考
に
す
る

朝のミーティング
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TOYOYAMA
岩村 みゆき 議員

Ｑ・自転車走行のルールや
安全対策の徹底を

Ａ・出前講座の中で啓発に努める

Q
地
域
ね
こ
活
動
と

は
、
所
有
者
の
い

な
い
猫
︵
い
わ
ゆ
る
ノ
ラ

猫
︶
に
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
い
、
今
以
上
に
数
が

増
え
な
い
よ
う
に
管
理

し
、
あ
わ
せ
て
、
餌
や
り

や
フ
ン
の
始
末
を
適
切
に

行
う
も
の
で
あ
る
。

　

町
も
、
春
日
井
市
の
よ

う
に
不
妊
・
去
勢
手
術
費

に
補
助
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。A

生
活
福
祉
部
長

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、

地
域
を
含
め
団
体
で
行
う

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。

　

現
在
、
町
内
で
の
活
動

団
体
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
補
助
す
る
考

え
は
な
い
。

　

道
路
交
通
法
が
改
正
さ

れ
、
危
険
行
為
を
３
年
間

に
２
回
以
上
検
挙
さ
れ
た

自
転
車
運
転
者
に
は
安
全

講
習
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
危
険
行
為
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
走
行
な

の
か
、
確
認
し
た
い
。

Q
国
道
、
県
道
、
町

道
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

こ
を
ど
の
よ
う
に
、
走
行

す
れ
ば
よ
い
の
か
。

A
総
務
部
長

　

自
転
車
は
軽
車
両
で
あ

り
、
自
動
車

と
同
じ
左
側

を
、
車
道
の

左
端
に
よ
っ

て
通
行
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か

し
、
歩
道
を

通
行
で
き
る

例
外
を
、
３

つ
認
め
て
い

る
。
①
「
自

転
車
通
行

可
」
の
標
識

が
あ
る
。
②

1₃
歳
未
満
の

子
や
₇₀
歳
以
上
の
人
、
体

の
不
自
由
な
人
が
運
転
す

る
。
③
安
全
の
た
め
や
む

を
得
な
い
場
合
。

Q
歩
道
を
走
る
場
合

で
も
左
側
を
走
行

す
る
の
か
。

A
総
務
部
長

　

や
む
を
得
ず
歩
道
を
走

行
す
る
場
合
は
、
歩
道
の

中
央
か
ら
車
道
よ
り
︵
右

側
︶
を
す
ぐ
に
止
ま
れ
る

速
度
で
走
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

Q
愛
知
県
の
自
転
車

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長

　

県
職
員
の
講
師
が
派
遣

さ
れ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
用
し
た
走
行
体
験
や

ル
ー
ル
な
ど
学
ぶ
こ
と
が

出
来
る
。
今
後
は
、学
校
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
紹
介
す

る
。Q

規
則
な
ど
、
分
か

ら
な
く
て
迷
っ
て

い
る
方
も
い
る
。
出
前
講

座
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長

　

町
で
は
、
自
転
車
教

室
等
を
開
催
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
出
前
講
座
の

「
安
全
講
話
」
の
中
で
も
、

周
知
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

＼一般質問／

Q A&

ルール通り走行している自転車

Ｑ
・
地
域
ね
こ
活
動
に
補

助
を

Ａ
・
補
助
す
る
考
え
は
な
い

とよやま議会だより　No.134　平成27年11月1日7



Q
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
る

か
。A

産
業
建
設
部
長

　

①
空
港
周
辺
地
域
に
航

空
宇
宙
関
連
工
場
が

建
設
で
き
る
よ
う
に

「
名
古
屋
空
港
周
辺

小
道
地
区
計
画
」
を

定
め
た
。

　

②
工
場
立
地
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
緑
地
面

積
率
を
2₀
％
以
上
か

ら
５
％
以
上
に
緩
和

し
た
。

　

③
県
道
名
古
屋
空
港
中

央
線
の
構
内
道
路
を

町
道
に
認
定
。

　

④
三
菱
航
空
機
の
従
業

員
の
通
勤
対
策
と
し

て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
の
運
行
や
既
存
バ

ス
路
線
の
充
実
な
ど

の
支
援
協
力
を
し
て

い
る
。

Q
愛
知
県
住
宅
供
給

公
社
の
賃
貸
住
宅

は
、
退
去
者
が
多
い
。
Ｍ

Ｒ
Ｊ
支
援
策
と
し
て
、
徒

歩
で
も
自
転
車
で
も
通
勤

で
き
る
距
離
に
あ
る
県
公

社
の
住
宅
を
企
業
に
借
り

上
げ
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い

の
で
は
。

A
産
業
建
設
部
長

　

地
方
住
宅
供
給
公
社
法

で
は
、
既
に
入
居
者
が
決

定
し
て
お
り
、
１
戸
ず
つ

で
あ
れ
ば
従
業
員
の
居
住

用
と
し
て
企
業
と
賃
貸
借

契
約
を
す
る

こ
と
は
可

能
。し
か
し
、

将
来
入
居
す

る
予
定
で
、

あ
ら
か
じ
め

ま
と
め
て
企

業
が
借
り
上

げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

Q
障
害
者
の
実
情
や

状
況
を
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
や
役
場
福

祉
課
は
ど
れ
だ
け
把
握
し

て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

社
協
の
職
員
は
事
業
利

用
者
の
障
害
状
況
を
充
分

把
握
し
て
い
る
と
考
え

る
。
福
祉
課
で
は
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
や

手
当
等
の
申
請
受
付
、
ま

た
毎
年
９
月
の
現
況
届
、

あ
る
い
は
障
害
者
自
立
支

援
審
査
会
等
で
個
別
状
況

を
把
握
し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
同
様
、
障

害
者
も
気
軽
に
相

談
支
援
を
活
用
で
き
る
、

そ
こ
に
行
け
ば
何
で
も
分

か
る
、
そ
う
い
う
窓
口
が

身
近
に
必
要
で
あ
る
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

相
談
支
援
の
充
実
の
た

め
作
業
所
指
導
員
１
名

が
、
相
談
支
援
専
門
員
の

初
任
者
研
修
を
８
月
か
ら

受
講
。
次
年
度
は
、
有
資

格
者
が
複
数
に
な
る
見
込

み
と
聞
い
て
い
る
。

＼一般質問／

Q A&
粟田 昌子 議員

Ｑ・航空宇宙産業集積地の
企業支援策は

Ａ・名古屋空港周辺小道計画の策定、
緑地面積率の緩和などで支援

工場完成間近

Ｑ
・
社
会
福
祉
協
議
会
に
障
害
者
相
談

支
援
専
門
員
の
設
置
を

Ａ
・
初
任
者
研
修
を
８
月
か
ら
受
講

とよやま議会だより　No.134　平成27年11月1日 8



TOYOYAMA
岡島 政信 議員

Ｑ・農業経営者育成に向け
優良農地の保全展開を

Ａ・提案があれば検討する

Q
平
成
22
年
の
デ
ー

タ
に
な
る
が
総
農

家
数
２
４
３
戸
。
総
世
帯

数
は
５
、８
２
８
戸
で
あ

り
、農
家
比
率
は
４
・
２
％

で
あ
っ
た
。
数
字
が
示
す

と
お
り
近
年
特
に
宅
地
化

が
進
み
、
農
家
離
れ
は
増

加
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
農
家
の
方
に

情
報
提
供
も
含
め
問
う
。

農
地
減
少
と
共
に
農
業
を

す
る
人
が
減
少
し
て
い
る

と
い
う
問
題
の
解
決
策
を

調
べ
て
い
る
と
、
第
４
次

総
合
計
画
の
特
産
品
開
発

に
目
が
と
ま
っ
た
。

　
「
農
産
物
の
付
加
価
値

化
・
特
産
品
化
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営

の
安
定
化
を
図
る
」
と

あ
っ
た
。

　

農
業
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
厳
し
い
中
、
農
業
を

す
る
人
た
ち
に
向
け
ヒ
ン

ト
と
な
る
よ
う
な
具
体
策

が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

A
産
業
建
設
部
長

　

町
と
し
て
も
、
今
の
と

こ
ろ
具
体
策
は
な
い
。
そ

れ
は
、
特
産
品
を
生
む
に

は
適
さ
な
い
土
地
柄
で
も

あ
り
、
思
い
当
た
ら
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
し
、
農
家
を
続
け
る

皆
様
の
提
案
が
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
農
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
、
町

民
農
園
事
業
が
あ
る
。
野

田
・
神
戸
・
青
山
の
３
農

園
に
計
₉₀
区
画
が
あ
り
、

１
０
０
％
の
利
用
枠
で
７

か
ら
1₀
名
ほ
ど
待
機
中
と

聞
く
。

　

そ
こ
で
、
待
機
者
に
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
か

尋
ね
る
。

A
産
業
建
設
部
長

　

現
在
１
０
０
％
の
利
用

状
況
で
あ
る
。
待
機
者
に

つ
い
て
は
、
辞
退
の
方
が

で
た
ら
即
、
待
機
者
へ
登

録
順
に
連
絡
す
る
。
随
時

受
付
処
理
を
行
っ
て
、
待

機
者
を
少
な
く
し
て
い

る
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
業
者

以
外
の
方
を
対
象
に
農
に

親
し
ん
で
も
ら
う
。ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
も
活
用
し
て
頂

い
て
い
る
。

＼一般質問／

Q A&

楽しい野菜づくり―神戸農園

Ｑ
・
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

Ａ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

活
用

とよやま議会だより　No.134　平成27年11月1日9



服部 正樹 議員

Ｑ・子どもの貧困対策は
Ａ・健やかに育つ環境を整備したい

Q
本
町
の
子
ど
も
の

貧
困
を
把
握
し
て

い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

把
握
し
て
い
な
い
。

Q
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
大
綱

は
、
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

町
は
大
綱
に
沿
っ
た
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
地
域
未
来

塾
の
対
応
は
。

A
教
育
長

　

将
来
、
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
現

状
の
学
習
支
援
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

Q
子
ど
も
の
貧
困
対

策
を
放
置
す
る
と
、

社
会
保
障
や
社
会
、
家
庭

の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
る

と
思
う
が
、
当
局
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
教
育
長

　

子
ど
も
の
将
来
が
、
そ

の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
貧
困
の
状

況
に
あ
る
子
ど
も
が
、
健

や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境

を
整
備
し
た
い
と
考
え
る
。

Q
法
人
町
民
税
が
年

度
途
中
に
増
減
す

る
理
由
、
要
因
は
。

A
総
務
部
長

　

補
正
す
る
理
由
・
要
因

は
、
主
に
３
つ
あ
る
。
法

人
町
民
税
の
予
算
額
と
決

算
額
に
つ
い
て
は
、
乖
離

が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

Q
町
税
過
誤
納
還
付

金
に
つ
い
て
。

A
総
務
部
長

　

返
金
の
予
算
措
置
が
町

税
過
誤
納
還
付
金
で
あ
り
、

地
方
税
法
上
の
規
定
か
ら

や
む
を
得
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

Q
還
付
加
算
金
の
率

と
、
そ
の
定
め
は
。

A
総
務
部
長

　

財
務
大
臣
の
告
示
し
た

割
合
に
加
算
し
た
割
合
で
、

平
成
2₇
年
は
１
・
８
％
と

な
っ
て
い
る
。

Q
今
後
の
法
人
町
民

税
に
つ
い
て
。

A
総
務
部
長

　

短
・
中
期
的
に
は
基
本

ベ
ー
ス
を
中
心
に
推
移
し

な
が
ら
、
長
期
的
に
は
若

干
の
右
肩
上
が
り
の
傾
向

で
推
移
し
て
い
く
。

Q
法
人
町
民
税
の
収

入
に
は
不
透
明
な

部
分
が
多
い
。
財
政
上
の

達
成
は
、
不
透
明
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
総
務
部
長

　

民
間
航
空
機
の
生
産
、

整
備
拠
点
の
集
積
は
、
産

業
や
観
光
の
振
興
に
大
き

く
寄
与
し
、
に
ぎ
わ
い
や

活
気
と
い
っ
た
目
に
見
え

な
い
経
済
効
果
は
、
計
り

し
得
な
い
も
の
が
あ
る
と

考
え
る
。

＼一般質問／

Q A&

Ｑ
・
法
人
町
民
税
の
動
向
と
町
財
政
に

対
す
る
影
響
は

Ａ
・
若
干
の
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い
る

元気に遊ぶ子どもたち

とよやま議会だより　No.134　平成27年11月1日 10



TOYOYAMA
坂田 芳郎 議員

Ｑ・名古屋市との合併話に付き尋ねる
Ａ・本町からも名古屋市からも

合併のアプローチはない

Q
平
成
2₇
年
３
月

豊
山
町
議
会
第

１
回
定
例
会
︵
第
２
日

目
︶
一
般
質
問
の
中
に
お

い
て
、
議
員
の
質
問
に
対

し
、
町
長
は
﹃
名
古
屋
市

と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

正
式
な
話
と
し
て
俎
上
に

出
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。﹄
と
、
断
言
し
て
、

答
え
て
い
る
。

　

打
診
・
内
々
・
非
公
式
・

諸
々
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

公
人
同
士
の
職
責
に
基
づ

く
公
務
の
話
で
あ
り
、
こ

と
の
重
大
性
を
鑑
み
る

に
、
お
よ
そ
町
長
一
人
の

対
応
、
ま
た
一
存
に
よ
る

即
答
等
、
そ
れ
ら
曖
昧
な

記
憶
の
み
に
基
づ
く
議
員

に
対
す
る
答
弁
で
は
な
い

と
至
極
当
然
に
推
察
す
る

が
、「
住
民
の
知
る
権
利
」

と
の
兼
ね
合
い
を
念
頭
に

尋
ね
る
。

　

こ
の
話
は
い
つ
の
事

で
、
当
時
の
双
方
関
係
者

及
び
合
議
に
係
わ
っ
た
者

の
立
場
を
は
じ
め
、
ど
の

様
な
経
緯
経
過
、
討
議
内

容
で
あ
っ
た
か
。

　

顛
末
を
も
含
め
、
事
実

関
係
を
中
心
に
伺
い
た

い
。A

名
古
屋
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
、
一

部
町
民
の
間
で
流
布
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
町
が

関
わ
り
を
持
っ
た

も
の
で
は
な
い
た

め
、
平
成
2₇
年
３

月
議
会
で
、「
正

式
な
話
と
し
て
俎

上
に
出
た
も
の
で

は
な
い
」
と
お
答

え
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

公
式
、
非
公
式

を
問
わ
ず
本
町
か

ら
名
古
屋
市
と
合

併
に
つ
い
て
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
こ
と

も
、
名
古
屋
市
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
っ
た
こ
と
も
一

切
な
い
。
ま
た
、

合
併
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
、
庁

内
組
織
に
検
討
を

行
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
及
び
合

併
特
例
法
の
規
定
に
基
づ

き
、合
併
協
議
会
の
設
置
、

関
係
市
町
村
の
申
請
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
あ

る
。
仮
に
本
町
が
市
町
村

合
併
の
検
討
に
入
る
場
合

に
は
、
議
会
の
承
認
・
議

決
を
得
る
こ
と
が
合
併
協

議
会
に
参
加
す
る
こ
と
の

前
提
条
件
と
な
る
た
め
、

事
前
に
議
会
に
説
明
を
行

う
。

＼一般質問／

Q A&

名古屋市との境目―国道41号バイパス

とよやま議会だより　No.134　平成27年11月1日11



Q
飛
躍
的
発
展
に
向

け
た
、
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
と
は
。

A
総
務
部
長

　

Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
、
Ｙ
Ｓ
11
以

来
、
半
世
紀
ぶ
り
に
開
発

を
進
め
る
国
産
旅
客
機
で

あ
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
し

て
は
、
我
が
国
初
と
な
る

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
展
は
、
町
の
産
業
や

観
光
の
進
展
に
大
き
く
寄

与
し
、に
ぎ
わ
い
や
活
気
、

財
政
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
町
に
も
た
ら
す
。

　

福
祉
、
教
育
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
施
策
に
好
影

響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

Q
全
国
的
に
人
口
減

少
の
傾
向
の
中
、

当
町
は
短
期
的
に
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
来
る
べ

き
人
口
減
少
の
対
策
は
。

A
総
務
部
長

　

人
口
推
計
で
は
、
平
成

₃₈
年
ま
で
は
増
加
す
る
見

込
み
で
あ
る
。
平
成
₃1
年

度
ま
で
の
計
画
期
間
と
す

る
後
期
基
本

計
画
で
は
、

特
別
の
人
口

減
少
対
策
を

施
策
と
し
て

い
な
い
。

　

し
か
し
な

が
ら
、
子
育

て
し
や
す
い

環
境
づ
く

り
、
雇
用
に

つ
な
が
る
産

業
の
育
成
な

ど
、
総
合
計

画
に
掲
げ
る

施
策
は
、
町
の
魅
力
向
上

と
な
り
、
結
果
と
し
て
将

来
的
な
人
口
減
少
の
抑
制

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

Q
名
濃
道
路
の
名
古

屋
空
港
オ
フ
ラ
ン

プ
の
設
置
計
画
は
。

A
産
業
建
設
部
長

　

オ
フ
ラ
ン
プ
は
、
旧
名

古
屋
空
港
の
当
時
の
前
提

と
し
て
、
年
間
１
千
万
人

超
で
あ
り
、
そ
の
特
性
を

生
か
す
た
め
計
画
決
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成

1₇
年
２
月
の
空
港
機
能
移

転
と
県
営
空
港
化
に
よ

り
、
年
間
利
用
客
が
6₅
万

人
と
な
り
、
前
提
条
件
が

大
幅
に
変
わ
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

空
港
利
用
者
の
ア
ク
セ
ス

利
便
性
の
向
上
、
航
空
宇

宙
産
業
の
集
積
、
広
域
防

災
拠
点
と
し
て
、
オ
フ
ラ

ン
プ
の
果
た
す
役
割
は
以

前
と
同
様
必
要
な
施
設
と

認
識
し
て
い
る
。今
後
も
、

計
画
の
事
業
化
に
向
け
、

県
に
要
望
し
て
い
く
。

Q
小
中
学
校
の
空
調

設
備
の
設
置
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
　

豊
山
小
学
校
、
豊
山

中
学
校
は
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
平
成
₃1

年
度
ま
で
に
整
備
計
画
を

策
定
す
る
。

　

エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
校
舎
建
て
替
え

の
際
に
環
境
整
備
に
努
め

る
。

＼一般質問／

Q A&
大口 司郎 議員

Ｑ・第４次総合計画 後期基本計画は
Ａ・計画通り進める

まちづくりのビジョン―後期基本計画書
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TOYOYAMA
山本 亮介 議員

Ｑ・戦争体験を聞く機会を
Ａ・子どもたちが戦争体験を

聞くことは意義がある

Q
戦
後
₇₀
年
と
な

り
、
被
体
験
を
聞

け
る
最
後
の
世
代
で
あ

る
。
被
爆
者
の
方
に
被
爆

体
験
、
又
は
戦
争
を
体
験

さ
れ
た
高
齢
者
の
方
に
、

戦
争
体
験
を
お
話
し
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て

Q
３
月
1₅
日
の
オ
ー

プ
ン
ベ
ー
ス
で
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
展

示
飛
行
を
行
っ
た
。
何
度

も
墜
落
事
故
を
起
こ
し
、

周
辺
住
民
の
事
故
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
危
険
で
あ

る
。展
示
飛
行
に
つ
い
て
、

当
局
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

３
月
の
オ
ー
プ
ン
ベ
ー

ス
に
お
け
る
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
周

辺
２
市
１
町
と
も
、
小
牧

基
地
司
令
に
対
し
て
、
計

画
中
止
を
直
接
申
し
入
れ

た
。
し
か
し
展
示
飛
行
が

行
わ
れ
、
周
辺
２
市
１
町

の
意
向
が
届
か
な
か
っ

た
。
小
牧
基
地
が
人
口
の

密
集
す
る
市
街
地
に
立
地

し
て
い
る
の
で
、
小
牧
基

地
が
最
大
限
安
全
へ
の
配

慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。
今

後
も
同
じ
姿
勢
で
対
応
す

る
。

︵
そ
の
他
の
質
問
︶

 

・
平
和
都
市
宣
言
啓
発

事
業
に
つ
い
て

 

・
航
空
機
展
示
施
設
の

受
け
入
れ
拠
点
施
設

に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
が
被
爆
者

や
戦
争
体
験
者
の
実
話
を

聞
く
機
会
は
、
過
去
の
戦

時
中
の
暮
ら
し
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

意
義
が
あ
る
。
校
長
会
議

等
で
話
題
に
し
て
い
き
た

い
。

＼一般質問／

Q A&

Ｑ
・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に

対
す
る
当
局
の
見
解
は

Ａ
・
小
牧
基
地
が
安
全
へ
の

配
慮
を
す
べ
き

来庁者の目を引いたパネル展
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～第2回～

ラウンド・アバウト社会実験、豊山で
　９月１日豊山町役場前の交差点で、ラウンド・アバウト（仮設式環状交差点）の社会実験が
行われた。大規模災害時には信号機などが点灯しなかったり、倒壊したりする恐れがあり、応
急措置としてラウンド・アバウトを設置し、安全で円滑に
交通できるようにする。
　ラウンド・アバウト設置時は、その円形に沿って時計回
りに運転する。実際に体験のため、ラウンド・アバウトに
侵入してみると、右折方法がいつもと違っていたり、自車
か他車か、どちらが優先なのか混乱してしまった。また、
歩行者にも気を払わなければならないため、災害時を想定
した訓練や講習がもっと必要だと感じた。

答弁（とうべん） 
　本会議、委員会などで、議員の質疑、質問に対して町長（担当部局）および教
育長などが回答や説明などを行うことを言うんだよ。

議案（ぎあん） 
　本会議で質疑、討論、議決するために町長や議員が提出する原案のことだよ。

皆さんに議会用語を
分かってもらえるように…
議会運営の用語を中心に
僕が分かりやすく
解説していくよ～

トピックス

ゆるキャラ®グランプリ
エントリー中
みんな応援してネ
11月16日までだよ

とよやま議会だより　No.134　平成27年11月1日 14



追跡追跡 あの時の

あの質問
どうなったあの答弁

交差点信号機の整備を

答 弁

これからの認知症対策は

今回は、26年9月の質問が、その後、どうなったかを追跡した

伊勢山交差点は時間帯に
よってひどい渋滞となる。
今後、ますます混雑が予想
される。矢印信号を要望
する

厚生労働省が進めている
「認知症カフェ」を設置し
てはどうか

県公安委員会に要望している

どうなった

答 弁

どうなった

「認知症カフェ」を設置したい

西枇杷島警察署から管内、
最優先事項として要望して
いるとの回答を得ている

「伝える」から
「伝わる」へ

　広報コンサルタントの芳野政
明氏の講師による第28回愛知
県町村議会広報研修会が平成
27年8月21日にアイリス愛知
で開催され、広報編集委員会の
全員で参加した。
　特に今回は、議会広報編集委
員となり初の研修会ということ
もあり緊張の中、研修を受け
た。
　議会情報発信は、スピー
ディーにそして常に読者目線
で、また住民の方を登場させ写
真やキャッチコピー、イラス
ト、リード文などを駆使するな
どして、どうすれば手にして読
んでもらえる議会広報になるの
かとてもわかりやすく講義をし
ていただいた。
　住民のみなさんに「伝える」
から「伝わる」議会広報誌作り
の大切さなど学ぶことができ
た。
　後半は、９市町が発行した各
広報誌のクリニックが行われ、
具体的に広報誌の内容の良し悪
しを勉強させてもらい、議会広
報誌を魅力あるものとして、住
民と議会をつなぐ大切なツール
の１つになるよう「伝わる」広
報誌作りをしていきたい。

現在行っている「介護者の
集い」を発展させ、家族や
認知症サポーターが集う場
を開設したい

矢印信号を設置 「福祉カフェめだか」が開設

伊勢山交差点に、右折矢印
信号が設置され、27年2
月17日より、供用開始さ
れた

西春日井福祉会　特別養護
老人ホームあいせの里に
て、福祉専門スタッフによ
る「福 祉 カ フ ェ め だ か」
が開設された

「福祉カフェ」の案内新設の矢印信号機

広 報 研 修
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